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１．前書き 
特徴語は時代や扱う⽂章によって変化する. 不要語

リストは固定ではないため, 本研究では流動的に⼊れ
替え続ける⽅法を提案する. 潜在意味解析を⽤いて⽂
脈を考慮した語を抽出する. さらに, 情報検索で議論
されている TF-IDF で⾼速かつ効率よく判定し, 単語
に重みづけをする. 

 
２．潜在意味解析と TF-IDF 

まず, ⽂書ごとの単語出現頻度から単語-⽂書⾏列𝐷
を作成する. 次に特異値分解𝐷 = 𝑈𝛴𝑉&(Uは単語の固
有⾏列, 𝑉は⽂書の固有⾏列, 𝛴は対⾓⾏列)を⾏う. そ
して, より安定した語共起を得るために次元削減を⾏
う. これにより新たに得られた𝐷’に対して単語相関⾏
列, ⽂書相関⾏列を計算する. 

TF は単語の出現頻度を表し, IDF は逆⽂書頻度を表
す. ⾼速かつ効率よく特徴語判定をするには, 情報検
索で議論されている TF-IDF を利⽤することが効果的
である.  
 
３．実験  

本研究で対象となるコーパスは、CD-毎⽇新聞 2017
年版に採録されている 1 ⽉ 1 ⽇から 1 ⽉ 14 ⽇までの
2 週間分のデータ（2443 ⽂書, 名詞 547 語）から, ⽂
書サイズが 10 未満の⽂書, そして代名詞を除いた
2068 ⽂書, 537 語を⽤いる. また, 不要語リストは
SlothLib が公開している語を利⽤する.  

本研究では 4 つの実験を⾏う. まず 1 つ⽬に不要語
がどのように推移するのか, 2 つ⽬に重要語がどのよう
に推移するのかを実験する. また 3 つ⽬に, 類似⽂書
がどのように推移するのか, 4 つ⽬に、独⽴⽂書がどれ
ほど特徴的であるか実験する.  
 推移した特徴語は, 今回使⽤したコーパスにおける
特徴語である. 表１と２は主な結果を⽰す. 
表 1 不要語推移（⼀部例） 

 
表 2 重要語推移（⼀部例） 

 
 
捜査や逮捕といった単語は新聞では頻出するため不

要語と判断されたといえる.「⿊」は将棋の先⼿の意味
で使われるように, ⾊とは別の意味を持つ「⿊」が表れ
重要語と判断された. ⼀⽅, ⾊での「⿊」を扱っている
⽂書もあり, 完全に重要語かどうかを判断するのは難
しい. 
 
６. 結論 
 本研究において, 不要語が TF 3.55以上, IDF 1.56以
下を満たし, 重要語が TF 3.55 未満, IDF 1.48 以上を
満たした. このため, 潜在意味解析と TF-IDF を⽤い
た推移的特徴語の抽出ができたといえる. しかし同じ
語が使われていたとしても, ⽂脈が異なる場合もある. 
潜在意味解析と TF-IDF だけでは完全に特徴語かどう
かを特定するのは難しく, 更なる条件が必要である.  
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